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第８号 

 

農
家
の
後
継
者
不
足
に
伴
い
、
荒
れ
た
農

地
を
緑
豊
か
な
田
畑
と
し
て
復
活
で
き
な

い
も
の
か
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
農
家

と
観
光
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
週
末
貸
農
園
と

し
て
都
会
の
方
に
貸
出
せ
ば
、
栽
培
の
楽

し
さ
、
収
穫
の
喜
び
に
よ
り
、
人
の
交
流

に
よ
っ
て
地
域
が
明
る
く
な
っ
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

 

同
時
に
、
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
連
携
し
て
、
地

域
で
見
守
る
と
い
う
気
持
ち
を
行
動
に
し

て
、
安
心
し
て
富
山
に
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
思
え
る
地
域
づ
く
り
が
出
来
た
ら
よ
い

と
思
い
ま
す
。 

 

   久枝在住 

 川﨑えみ子さん 

ートミー協働つうしんー 

－１－ 

平成２３年３月 

私
の
考
え
る
地
域
づ
く
り
⑧ 

市
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の 

 
 

ペ
タ
ン
ク
競
技
に
大
接
戦 

 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
富
山
支
部

（
嶋
田
ヒ
ト
ラ
支
部
長
）
主
催
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
三
月
一
日
、
富
山
公
民

館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
平
成
二
十
二
年
度
は
今
回
で
三
回

目
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。 

 

当
日
は
雨
の
た
め
、
ペ
タ
ン
ク
の
み

の
競
技
に
な
り
、
十
二
チ
ー
ム
、
四
十

五
名
が
参
加
し
、
会
場
が
い
つ
も
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
違
い
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
た

め
、
球
足
が
速
く
て
皆
さ
ん
苦
労
し
、

大
接
戦
に
な
り
ま
し
た
。 

成績：優勝 久枝・竹内混合チーム 

     二位 二部・検儀谷Ｂチーム 

     三位 竹内老人クラブＡチーム 

元気はつらつ賞 尾山初江さん 

夫婦賞   川名勇さん・ことさん 

地域の話題 

富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
（
仮
称
）
の 

 
 

名
称
「
ふ
ら
っ
と
」
に
決
ま
る 

 

 
 

 
 

※
詳
し
く
は
、
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

 

富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
準
備
委
員
会
（
前
田
正
昭

委
員
長
）
で
は
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
覚
え

て
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と
、
二
月
二
十
一
日
に

平
群
に
あ
る
单
房
総
市
農
産
物
加
工
施
設
を
使
い
、
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
食
材
は
大
豆
と
イ

ノ
シ
シ
の
肉
で
、
大
豆
は
富
楽
里
で
購
入
。
イ
ノ
シ
シ

の
肉
は
箱
わ
な
組
合
の
方
か
ら
提
供
を
受
け
ま
し
た
。 

 

作
っ
た
料
理
は
大
豆
は
シ
ロ
ッ
プ

煮
の
缶
詰
、
イ
ノ
シ
シ
の
肉
は
燻
製

で
、
料
理
経
験
の
あ
る
会
員
が
指
導

者
に
な
っ
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
覚
え
た
料
理
の
楽

し
さ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
方
た

ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
地
域
づ
く

り
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。 

大豆のシロップ煮の缶詰とイノシシ肉の 
   燻製づくりを体験する料理勉強会を開く 

        ～富山地域づくり協議会準備委員会で第１回料理勉強会～ 

－４－ 

 南房総市文化協会富山支部 

（高橋正高支部長）会員数：273名 

 南房総市文化協会富山支部は、文

化活動を振興して、市民の文化的涵

養と生活文化の向上を図ることを目

的に、平成３年５月に発足しまし

た。構成は、踊りや民謡・フラダン

ス・詩吟・コーラス・カラオケ同好

会などの発表部門が１５団体。短歌

の会や書道・絵画・写真・押花など

の展示部門が１１団体です。皆さん

日頃から活発に活動し、自己研鑽を

積んでいます。また、毎年地区の文

化祭や国保富山病院への慰問など、

多くの会員が参加して、地域に根付

いた団体です。 

 
 

 

交
通
の
便
が
よ
く
な
っ
て
、
日
帰
り
で
遠
く
の
桜

の
名
所
を
訪
ね
る
人
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

私
た
ち
身
近
な
富
山
地
区
に
も
昔
か
ら
の
桜
の
名
所

が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
今
月
は
、
富
山
の
桜

の
名
所
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、
小
浦
の
国
道
１
２
７
号
線
沿
い
に
四
月
上

旬
に
咲
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
並
木
は
、
樹
高
十
～
十
五

メ
ー
ト
ル
の
並
木
が
約
二
十
本
あ
り
、
電
車
か
ら
海

を
遠
景
に
し
て
の
眺
め
は
格
別
で
す
。
そ
し
て
岩
婦

湖
周
辺
の
林
道
沿
い
に
咲
く
桜
並
木
は
、
桜
が
湖
面

に
移
り
絵
を
見
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
平
久
里

中
と
犬
掛
の
平
久
里
川
川
沿
い
に
は
そ
れ
ぞ
れ
約
五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
て

あ
り
、
毎
年
、
川
沿
い
を
散
歩
す
る
人
た
ち
の
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

富
山
の
桜
の
名
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

海
を
遠
景
に
、
こ
れ
か

ら
咲
き
誇
る
小
浦
国
道
１

２
７
号
線
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
は
、
電
車
か
ら
の
眺
め

は
最
高
で
す 

わがふるさと富山⑧ 

ご
存
じ
で
す
か
、
こ
ん
な
活
動 

 

富
山
地
区
内
で
は
、
産
業
・
環
境
・
福
祉
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
公
民
館
活
動
に
い
ろ
い
ろ
な

団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
も
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
单
房
総

市
文
化
協
会
富
山
支
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 昨年の11月12日に発表部門の皆さんが国
保富山病院に慰問したときの一こま。フラダ
ンス同好会や日本舞踊・民謡・詩吟の皆さん
が、自慢の踊りや声を披露しました。入院さ
れている皆さんは毎年この日をとても楽しみ
にしていて、笑顔いっぱいの訪問になりまし
た。 

読者の投稿コーナー 

 

チ
ャ
コ
ち
ゃ
ん
は
、
７
年
ぐ
ら
い
前
に
、
鋸
单

町
の
奥
山
に
猟
に
行
っ
た
と
き
、
罠
に
か
か
っ
て

い
た
雌
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
で
す
。
捕
ま
え
た
時
は
二

十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
小
さ
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

は
大
き
く
な
っ
て
、
二
匹
の
猟
犬
と
一
緒
に
小
澤

家
の
ア
イ
ド
ル
的
存
在
で
す
。
私
を
親
だ
と
思
っ

て
毛
繕
い
を
し
て
、
と
き
に
は
甘
え
た
り

も
し
ま
す
。
可
愛
い
家
族
の
一
員
で
す
。 

我が家の自慢のペット、ニホンザルの

チャコちゃんを紹介。 

    久枝在住 小澤公雄さん 

（主人の小澤公雄さんの毛繕いを 
 するニホンザルのチャコちゃん） 

 

皆
さ
ん
か
ら
公
募
し
た
富
山
地
域
づ
く
り

協
議
会
の
名
称
も
「
ふ
ら
っ
と
」
に
決
ま

り
、
い
よ
い
よ
設
立
は
大
詰
め
に
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。
あ
ま
り
気
負
わ
ず
に
、
身
の
丈

に
あ
わ
せ
て
自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
か
ら

活
動
し
よ
う
と
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
静
か
に

闘
志
を
燃
や
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

地
道
な
活
動
が
続
き
、
活
動
が
軌
道
に

乗
っ
て
く
る
の
は
、
数
年
後
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
地
域
の
協
力
を
得
て
、
一
歩
一
歩
、

着
実
に
歩
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。 

 

数
年
後
の
富
山
地
区
の
姿
が
楽
し
み
に
な

り
ま
す
。 

 
 

地
域
づ
く
り
支
援
員 

◆
伏
姫
と
八
房
の
た
わ
言
◆ 

 

写
真
①
は
、
段
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
簡
易
な

燻
製
器
で
す
。
段
ボ
ー
ル
を
張
り
合
わ
せ
、

せ
ん
べ
い
缶
を
か
ま
ど
代
わ
り
に
し
て
、
こ 

れ
で
も
十
分
燻
製
が
で
き
ま
す
。 

 
写
真
②
は
、
出
来
あ
が
っ
た
大
豆

の
シ
ロ
ッ
プ
煮
の
缶
詰
で
す
。
缶
詰

作
業
は
、
農
産
物
加
工
施
設
を
利
用

し
て
作
れ
ま
す
。
施
設
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ａ
安
房
富
山
支
店
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。 

① 

② 

ただいま、熱中しています。 

市部在住 川田正孝さん（71歳） 

 次回は、川田久代さんにリレー 

 

私
が
熱
中
し
て
い
る
の
は
仏
像
彫

刻
。
退
職
後
、
現
在
富
山
公
民
館
の
木

工
教
室
を
指
導
さ
れ
て
い
る
鋸
单
町
在

住
の
本
良
樹
先
生
に
出
会
い
、
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
額
縁
、
本
立
、
座
卓
、

椅
子
な
ど
を
沢
山
作
り
ま
し
た
。
四
年

前
か
ら
、
彫
刻
を
始
め
、
魚
や
動
物
、

伊
八
の
波
の
模
刻
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
仏
像
彫
刻
に
進
み
ま
し
た
が
、
難

し
さ
を
実
感
し
て
い
る
今
日
で
す
。
木

工
教
室
の
皆
さ
ん
と
同
好
会
を
立
ち
上

げ
、
製
作
を
し
て
い
ま
す
。
ず
っ
と

ず
っ
と
続
け
て
い
き
ま
す
。 

 燻したばかりのイノシシの試食する会員 

熱中リレー 

趣
味
の
部

屋
で
熱
中
す

る
川
田
さ
ん 



 

 

協議会運営には、しっかりとしたルールづくりが必要です。ここでは規約の概要を紹介します。 

         運営委員会（第６章） 
  ・ 各部会から２名づつの代表と区長会から２名で運営 
  ・任期は２年 

 目的（第２章）…スローガン 

「海や山の豊かな自然を活かし、やすらぎを共感しあえる地域づくり」 
 みんなが集い、ともに楽しみ、互いに助け合いながら「このまちに住んでよかった」 
 と思える人と人とのつながりを大切にした地域づくりをめざす 

候
補
、
規
約
、
活
動
計
画

な
ど
の
素
案
を
作
り
、

全
体
会
議
に
お
い
て

審
議
さ
れ
決
定
さ
れ

ま
し
た
。 

 

大
目
標
は
、
「
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
を

基

本

に
、

「
住
ん
で
よ
か
っ
た

住
み
続
け
た
い
」
と

皆
さ
ん
が
思
え
る
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
す

も

の

に

な

り

ま

し

た
。
こ
の
大
目
標
を

受
け
て
、
「
地
域
の

魅
力
づ
く
り
」
「
地

域
の
美
化
」
「
地
域

内

の

交

流
」
「
安

心
・
安
全
」
の
四
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
中

目
標
を
決
め
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
会
に
分

か
れ
て
活
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

ートミー協働つうしんー 

南房総みんみんネット         検索 

 －３－ 

ートミー協働つうしんー 

 
昨
年
の
十
二
月
七
日
に
富
山
地
域
づ

く
り
協
議
会
考
え
る
会
か
ら
準
備
委
員

会
に
移
行
さ
せ
、
第
一
回
目
の
代
表
者

会
議
を
開
催
し
、
い
ま
ま
で
計
八
回
の

代
表
者
会
議
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

 

会
議
で
は
協
議
会
の
目
標
、
名
称
の 

 

富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
名
称
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
ふ
ら
っ
と
」
に
決
定 

 

名付け親は、市部にお住まいの      

    井野由未子さんに! 

 

富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
二
月
一
〇

日
か
ら
三
月
四
日
ま
で
富
山
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
六
十
二
人
か
ら
百
二
作
品
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
準
備
委
員
会
代
表
者
会
議
で
厳
正
に
審
査
を
し
十
作

品
に
絞
り
、
全
体
会
で
投
票
の
結
果
、 

井
野
由
未
子
さ
ん
の
作
品
「
ふ
ら
っ
と
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

  

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
名
称
は
、 

・
八
犬
伝
・
ふ
せ
ひ
め
な
ど
里
見
関
係
が 

 

十
六
点 

・
山
や
海
・
花
な
ど
自
然
関
係
が
十
八
点 

・
水
仙
の
名
が
入
っ
た
も
の
が
八
点 

・
ト
ミ
ー
の
名
が
入
っ
た
も
の
が
四
点 

・
そ
の
他
の
も
の
が
五
十
六
点 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

で
し
た
。 

大目標 海や山の豊かな自然を活かし やすらぎを共感しあえる地域づくり 

 

名
称
に
対
す
る
作
者
の
想
い
は
、
「
富
（
ふ
）
山
で 

楽
（
ら
っ
）

し
む 

人
（
と
）
＝
ふ
ら
っ
と
」
で
、
気
軽
に
参
加
し
や
す
い
雰
囲
気

を
つ
く
る
。
富
山
で
楽
し
む
人
を
増
や
し
た
い
。
英
語
で
「
調
和
」
、

「
た
い
ら
」
の
意
味
。 

 協議会設立総会を控えて 

 地元報告会を４月１６日（土）に開催 
   ～富山地域づくり協議会準備委員会～   

富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
準
備
委
員
会
（
前
田
正
昭
委
員
長
）

の
全
体
会
議
が
三
月
十
八
日
、
富
山
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
代
表

者
会
議
で
協
議
さ
れ
た
協
議
会
の
名
称
や
目
標
、
規
約
、
部
会
の

編
成
、
活
動
等
が
審
議
さ
れ
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

富山地域づくり協議会「ふらっと」規約の概要 

 活動（第２章）…スローガンを達成するための活動 
（１）訪れる人も住んでいる人も ともに楽しめるまち 
（２）自分の庭だと思って 愛するまち 
（３）親から子へ夢をつなげる 地域づくり 
（４）ひとりじゃない 安心して暮らせるまち 

 総則（第１章） 
 ・名称：富山地域づくり協議会「ふらっと」 
  略称は、「ふらっと」 
 ・事務所：南房総市久枝257番地 
 南房総市役所 富山支所内（富山協働推進室） 

      富山地域に住む私たちは、遠浅で美しい「岩井の海」や 
    富山三山といわれる「富山」「伊予ヶ岳」「御殿山」を擁する 
         海や山の豊かな自然に恵まれています 
       この恵まれた自然環境を活かしたまちづくりと 
      みんなが集い ともに楽しみ 互いに助け合いながら 
     「このまちに住んで良かった」「住み続けたい」と思える 
  人と人のつながりを大切にした地域づくりをめざすため 本会の大目標を 
 「海や山の豊かな自然を活かし やすらぎを共感しあえる地域づくり」とします 

  （中目標１） 
  訪れる人も 
 住んでいる人も 
ともに楽しめるまち 

  （中目標２） 
自分の庭だと思って 
  愛するまち 

 （中目標３） 
   親から子へ 
 夢をつなげる 
  地域づくり 

 （中目標４） 
 ひとりじゃない 
     安心して 
  暮らせるまち 

 （具体的な活動例） 

□岩井海岸や道路沿いに 

 草木の植栽 

□地域資源を調べる 

□「ふらっと」の活動を 

 知ってもらう 

 （具体的な活動例） 

□親水公園の整備 

□歩けるコースづくり 

 （具体的な活動例） 

・親子間の交流で 

□水車小屋付近でのホタ 

 ル狩り 

□中学生のブラスバンド 

 との一緒のイベント 

□シソジュースを作る 

 （具体的な活動例） 

□避難場所の再確認 

□災害弱者等の安否確認 

※民生委員・行政区との

連携 

      活動のながれ 
       総会（第５章） 
       活動計画の作成 
 

    部会（第７章） 

 活動の起案・実施・取りまとめ 

 
  運営委員会（第６章） 
 ・部会活動の承認・事業の執行 

  総会（第５章） 
・ 通常総会（年１回開催） 
 活動計画・収支決算等報告 
・臨時総会   
 運営委員会が必要と認めたとき 
 

  会員（第３章） 
・正会員…富山地域に在住又は在勤し、「ふらっと」の運営に参画する個人 
・協力会員…「ふらっと」の趣旨に賛同して、「ふらっと」の活動に参加又は支援する個人・法人・公共的団体 

     部会（１）     部会（２）     部会（３）     部会（４） 

    役員（第４章） 
・ 正会員及び部会代表から 
 会長、副会長、会計、監事を選出 
   ・会長は「ふらっと」を統括 

   活動の実施 
 地域と連携しながら 
みんなと一緒に活動する 

富山地区の長期ビジョン（将来像）として「住んでよかった」と思えるまちづくりを目指して 
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四
月
二
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日
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）
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二
回
目
の
投
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半
数
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「
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ら
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」
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代
表
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－２－ 


